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川と暮らす


平塚を守る　㊦


　縦横約4メートル×約1.5メートル・高さ約0.7メートルの金属製の網に、石を詰めて作る「じゃかご」。水の流れや勢いを変える、昔ながらの道具です。

　金目川では農作業に必要な水を堰（せき）に流すため、今でもじゃかごが使われています。この日は土屋橋の東で、水防団員を兼ねる金目の土木委員や地元の住民が、じゃかごを設置しました。




[image: 水防特集　水と戦う]


　台風や局地的な大雨による洪水・冠水……。

市では被害を最小限に抑えるために、さまざまな取り組みをしています。市の西部を流れる金目川を軸に、その地形的な背景や治水の歴史、地域を守る水防団の活動、水害時の市
の情報提供、下水道事業などを紹介します。



[image: 金目川ができるまで]


　平塚に多くの恵みをもたらしてきた金目川は、かつては洪水を繰り返す暴れ川でもありました。その原因は、金目川周辺の地形にあります。

問：博物館　電話： 0463-33-5111



秦野の春嶽（はるたけ）山が源流

　平塚市の西部を流れる金目川。秦野市蓑毛（みのげ）の春嶽山を水源とする延長約21キロメートルの2級河川で、県が管理しています。上流から、秦野市の葛葉（くずは） 川、平塚市の座禅川・鈴川・渋田川などと合流します。渋田川と合流する上平塚から下流では、花水川とも呼ばれています。流域面積は177.3平方キロメートルで、平塚市の約2.6倍の広さです。金目川の成り立ちや地形について、博物館の森慎一学芸員に聞きました。




3万年前に平塚へ

　森学芸員は「フィリピン海プレートに乗った伊豆地塊が、100万年ほど前に本州に衝突し、丹沢山地が急激に隆起し始めました。金目川はこの頃に誕生したと考えられます」と説明します。「金目川が現在の平塚市域に流れ込むようになったのは約3万年前です。それまでは春嶽山から南にまっすぐ流れ、海に注いでいました」。

　流れが大きく変わり始めたのは約5万年～4万年前。秦野盆地と大磯丘陵の境にある渋沢断層が西側から隆起し、南への流れが遮られました。

　約2万年前の氷期では、金目川は南金目から北東へ延び、岡崎から鈴川に合流して南東に流れ、東八幡付近で相模川に合流していました。

　約6000年前の縄文時代は海面が現在より数メートル高く、海岸線は五領ケ台貝塚北西の南金目まで食い込んでいました。「金目川の河口は現在の南金目付近にありました。その後次第に海岸線が南下し、砂丘ができました。川の流れが砂丘を削り、徐々に現在の地形に近づいていきました」。
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現在の金目川の地形

　金目川の流れによって、平塚市がある中流・下流には扇状地的な地形ができました。扇状地とは、川の流れで山から平地に運ばれた砂利や小石などが、山側を頂点として扇形に広がる地形です。

　「金目川流域の場合は丘陵から作られた扇状地なので、典型的な扇状地と比べると、勾配はゆるやかです。また、典型的な扇状地は砂利でつくられますが、金目川流域は砂利に粘土が混ざっています」

　扇状地にできた川は河道が移動することが多いため、周辺の畑や田んぼを守るために堤防がつくられます。しかし堤防ができると、その内側に川の流れで徐々に砂利や小石が堆積し、川底が高くなります。川底の高さに合わせてさらに堤防を高くしても、川底は上がり続けます。

　森学芸員は「川底が高い川は取水しやすいというメリットもありますが、取水のしやすさと水害の多さは表裏一体です。かつて暴れ川と呼ばれた金目川はこうした地形が原因となり、これまで何度も洪水の被害をもたらしてきました」と説明します。

　「もう一つ洪水が多かった原因として、人工的に川の流れが変えられたことが挙げられます」と森学芸員。

　「中世の金目川は、神奈中北金目入口バス停付近から金目郵便局付近へ、北東に流れていました。南金目の堀之内館跡の発掘調査の成果などから、16世紀後半に人工的に流れが変えられていたことが分かりました。流路を変えても川は元の流れに戻ろうとします。江戸時代にはこの場所に徳川家康が大堤（おおつづみ）を作りましたが、たびたび壊れました」
[image: 現在の金目川の地形]

大堤の付近を指差す森学芸員




[image: 「暴れ川」との戦い]


　家康によって大堤などの金目川の堤が整備されるも、治水技術が未発達で、幾度も水害に見舞われた江戸時代。治水の歴史を振り返ってみましょう。

問：博物館　電話：0463-33-5111




　人々はどのように暴れ川と戦ってきたのでしょう。博物館の早田旅人（たびと）学芸員（次写真）に聞きました。

[image: 博物館の早田旅人（たびと）学芸員]




徳川家康が堤を整備

　江戸時代には、田村用水を利用していた大神・田村を除いたほとんどの旧村で、金目川水系の水を利用していました。金目川は現在でもなお、流域の農業を支えています。

　「記録に残っているだけでも、江戸時代には約10年に1回の割合で、水害が起きていたことが分かっています」と早田学芸員は話します。

　「堤の整備で特記すべきは大堤です。1608（慶長13）年の金目川の洪水で村々の家が梁（はり）まで浸水してしまい、鷹狩りに訪れていた家康が苦しんでいる百姓をふびんに思って、翌年の1609（慶長14）年に大堤や川沿いの堤を整備した、と1735（享保20）年の文書に記されています」。

　家康にちなんで大堤は「御所様堤（ごしょさまづつみ）」「御所様御入国以来之堤」などと呼ばれました。新編相模国風土記稿によると、大堤は長さ318間（約580メートル）・高さ1丈2尺（約3.6メートル）という、大きなものでした。

　「戦乱が治まり社会が安定した江戸時代は、生産力の拡大と安定が図られました。幕府は治水・新田開発事業を全国的に展開しました。家康の大堤整備も、その一環だったと考えられます」
[image: 徳川家康が堤を整備]

湾曲し流れる金目川。左上は東海大学湘南キャンパス、右上は金目中学校（平成23年2月撮影）





利水権と修復義務

　「大規模な堤がつくられても当時の治水技術では、水害を完全に防ぐのは不可能でした。川底を下げるために、川底に堆積した砂利などを取り除く川ざらいをしても、たびたび水害が起きました」と早田学芸員。次図を見ると川が曲がり、勢いがつく所にある堤が切れやすかったのが分かります。取水しやすい場所に作られる堰（せき）の位置と、切れやすい堤の位置は重なります。

　堤が壊れると修復が行われました。江戸時代の初めは金目川の取水の有無に関わらず、堤の修復の人員は周辺の村から動員されていました。しかし、1684（貞亭元）年、幕府の命により、金目川の水を利用する28村で「金目川通り二十八ケ村組合」がつくられます。これ以降、堤の修復は同組合が担うこととなりました。早田学芸員は「利水の権利を持つ代わりに堤防の修繕などの義務を負うという、現在の受益者負担に通じる考え方が徹底されていったのです」と説明します。
[image: 利水権と修復義務]





決壊を食い止める

　明治以降も、暴れ川との戦いは続きます。かつて水防や消防は村の自治であり、住民自らが水害から村を守っていました。次写真は昭和5年ごろに、現在の金旭中学校の裏付近の堤防が決壊し、水止め作業を行った時に撮影されました。このときは広川から山下まで、一面が水浸しになったといいます。当時の水防の中心は消防団が担っていました。中央には「廣川（ひろかわ）消防組」のはんてんを着た人もいます。

　大雨が降って川の水が増えてくると村の役員が明かりを持って見回りをし、いよいよ土手が危なくなると、神社の鐘をついて村人を集めました。水をせき止めるのに、俵に土を詰めて作った「土のう」を使ったり、三角錐（すい）型に組んだ丸太の下に土のうを積んだ「かわくら（追い牛）」を使ったりしました。それでもせき止めきれなくなると、古畳を持って川に入り、土手の内側に当てがって押さえたといいます。畳を押さえている人は手を離すことができません。水の中は寒いので、他の村人がひしゃくで酒を飲ませたり、口に握り飯を入れたりしたそうです。それでも堤が損壊したときは、修復作業が行われました。
[image: 決壊を食い止める]

添田吉則さん所蔵




[image: 地域を守る水防団]


　水防活動のため、川を見守る水防団。川の水位が上がったときに、川の周辺を巡視し、水位や被害の状況などを市に伝えています。

　水防団の活動などを紹介します。

問：災害対策課　電話：0463-21-9734




的確な防災活動へ

　川の水からまちを守るために、国や県は堤防を整備しています。平成に入ってからは、金目川の堤防が決壊し、田畑が水に漬かってしまうような大きな洪水は起こっていません。しかし近年は、局地的な大雨が増えています。防災活動につなげるため、国・県・市では、気象や水位などの情報を発信しています。

　市内の河川の状況を把握し的確な防災活動をするため、水防団の皆さんが活動しています。市の水防団は現在10分団41班あり、211人の団員がいます。対象の河川は8本で、10カ所の観測所を基点に活動します。雨や台風などで河川の水位が上がって国や県の水防警報などが出されたとき、市の依頼を受け出動します。

　主な活動は現場の巡視です。水位を量る量水標の目盛りなどを目安にします。平成25年度には7分団が河川の巡視を行い、市へ巡視の報告をしました。

　市は水位を観測するため、市内に設置されている10カ所のライブカメラと、11カ所のテレメーターを活用し、降雨時の状況をデータで追いかけています。水位データの情報は10分ごとに更新していますが、昨今の降雨の状況では、その10分の間に急激に水位が上がってしまうこともあります。カメラやデータだけでは分からない、現地の生の状況を把握するには、水防団員の巡視が欠かせません。

　平成26年度の水防団長を務める高梨昭夫さん（次写真）に話を聞きました。
[image: 的確な防災活動へ]





市民の安心・安全に

　「市民の安心・安全を守るのが私たちの目的です。責任感を持って活動しています」と高梨さん。「巡視のときは『無理をしない』『危険な所に行かない』『一人で活動しない』。これらの3点を守っています」と心構えを話します。団員自身の安全を守るために必ず、長靴・安全ベスト・ヘルメットなどを装備して巡視します。普段の散歩でも土手の様子を確認したり、天気予報をチェックしたりと、日常生活の中でも水防を意識しているといいます。

　「しかし最近は、水防団の担い手が減っているのが気掛かりです。地域の集まりなどでも、水防団の存在を周知していくよう努めています」




知識経験を受け継ぐ

　平成25年度、市は強力なサーチライトを水防団の全班に、計41本配りました。

　金目分団長を務める古屋忠文さん（次写真左端）は、「風雨が強い夜は、思った以上に光が届かないものです。今回貸与されたライトは対岸の量水標が見えるほど強いので、一目で状況を判断でき、とても役立っています」と、効果を語ります。

　地元で生まれ育った古屋さんは子どものころに何度か、金目川があふれて田畑が海のようになる光景を目にしてきました。「昨年4月の大雨で、金目川の堤防の一部に被害が出てしまいました。地元では危機感を持っています」と古屋さん。「最近の気象状況に不安を持つ人は多いと思います。どんなに小さなことでも、異変を感じたら市や団員で情報を交換し、地域の安全を守るのにつなげています」。

　災害対策課の山田透課長は「水防団員は、長く地元に住んでいる方が多いですね。水位の上がり方や危険な場所などを、長年の知識と経験からよく心得ています」と、話します。

　「巡視で確認するのは量水標だけではありません。この場所ではあそこの石まで水がきたら危ない、とか、水がこんな風に流れていると水位が一気に上がるぞ、といった、歴代の水防団員が引き継いできた確認事項がいくつもあります」と古屋さん。代々、先輩から言い伝えられてきた確認場所は、現在でも役に立っています。

　「過去の話を語り継ぐなんて、古くさいと言われるかも知れません。しかし、災害対応では、経験から来る知識の積み重ねがとても重要です。先輩の経験や私たちの経験も、次の世代につないでいきたいと思います」
[image: 知識経験を受け継ぐ]

金目の土木委員兼水防団員の皆さん。右奥は用水路の入口にある堰で、じゃかごを設置して堰に水が流れるようにする。




土砂災害に注意しましょう


6月は土砂災害防止月間です。梅雨の時期は、崖崩れや土石流などが起こる恐れがあります。家の周りの危ない場所を確認し、安全対策に取り組みましょう。自宅周辺に異常があったり危険を感じたりしたら、速やかに避難し、災害対策課に連絡してください。

問：災害対策課　電話：0463-21-9734



市民の皆さんへ　情報を集め早めに避難を


[image: ]

　「市はさまざまな方法で、気象や水位の情報を発信しています。素早い避難につなげるため、情報収集に努めましょう」と災害対策課の八鍬（やくわ）貴文主事は呼び掛けます。「河川の水位が上がったときに、川の様子を直接見に行くのは大変危険です。不用意に近づくことはせず、安全を第一に考え行動してください」。

①情報収集

・防災行政用無線　危険が迫ったとき、市から呼び掛けます。放送内容が聞き取れない場合は1時間以内なら　電話：0180-99-4956、ひかり電話・PHS・一部のIP電話は　電話：0463-22-4956で確認できます。

・ひらつか防災気象ウェブ　水位観測情報やライブカメラなどで、降雨や川の状況などを確認できます。

・ツイッター　防災情報を発信。@HiratsukaBosai

・ほっとメールひらつか　気象庁発表の警報や避難情報をメールで配信します。

・tvk（テレビ神奈川）データ放送　防災情報をデータ放送で提供します。

②避難行動

　早めの避難を心がけましょう。しかし川の氾濫で浸水した場合は、あっという間に水かさが増し、流れも速くなり危険です。水深が30センチ以上になると、大人でも歩くのが難しくなります。外に出るのが難しい場合は、建物の2階以上へ避難しましょう。



[image: 自助を進め被害軽減]


　水害は減っていますが、近年の局地的な大雨などで、一部の地域で道路の冠水なども起こっています。被害を減らす取り組みを紹介します。

問：下水道整備課　電話：0463-21-8787




　雨水を排水する仕組みには、排水路や道路側溝、雨水を川へ流す雨水管、低い土地に集まった水をくみ上げ強制排水するポンプ場などがあります。こうした施設は、市が整備しています。

　雨水対策の進み具合を計る指標に、雨水施設の整備率があります。平成25年度末時点で、市の整備率は約77パーセントに達しています。

　しかし整備が進んでも、局地的な大雨で排水が間に合わないときは、道路が冠水する危険があります。

　こうした状況を踏まえ、市では7月末の策定を目指し、総合浸水対策基本計画をつくっています。近年の降雨の状況に合わせ、効率的に冠水などの被害の軽減を図っていきます。

　この計画ではハード面とソフト面で行政が取り組む「公助」に加え、市民の皆さん一人一人が災害対策に取り組む「自助」による対策も進めます。公助と自助の両面から、被害の軽減を目指します。

　自助の取り組みとして、土のうを地区に常設する「土のうステーション」や、各家庭での雨水貯留槽の設置補助なども進めます。



町内会でも浸水対策


自らの行動が大切

　中原地区町内会連合会長の村田義昭さんは「30年以上中原地区に住んでいますが、これまで見たことがないようなひどい光景でした」と、昨年4月と9月に起こった冠水被害を語ります。渋田川近くの住宅地では、30センチ以上水があふれました。

　住宅地が冠水する恐れがあるときに役立つのが、袋に土を詰めた「土のう」です。土のうを積み上げ、一時的に水をせきとめます。

　「中原の住民が市に、土のうを運んでくれるよう頼みましたが、来るのに時間が掛かりました。当日は市内各地で冠水が起こり、市が対応に追われていたようです」と村田さん。「この経験から、被害を減らすためには私たち住民自らが行動することが必要だと実感しました。地区に土のうを常設しておく場所をつくりたいと市に打診しました」。

　地元の意向を受け市は今年3月に、中原小学校と中原中学校の2カ所に「土のうステーション」を設置しました。現在はそれぞれ250袋の土のうが置かれています。




小学校でも活用

　中原小学校の對木（ついき）佳史教頭は、土のうステーションを授業に活用していきたいと話します。「本物の土のうに触れることで、教科書では分からない手触りや重さといったものを体感できます」と、對木教頭。「小学校4年生は社会科の授業で、地域の歴史を学びます。平塚には、金目川が洪水を繰り返してきたという歴史があります。土のうは、自分たちの地区がどんな防災対策をしているかを学ぶ、貴重な教材になるでしょう」。

　村田さんは「正直これまで、中原は災害への心配は少ない地区だと思っていました」と打ち明けます。「しかし、頻繁に起こるゲリラ豪雨など、『異常』気象が『通常』のことになってしまうのでは、という危機感を持っています」。

　同地区の5町内会と1自治会では、土のうの使い方の訓練を計画しています。「土のうは対症療法にすぎず、根本的に解決するにはハード整備も必要でしょう。しかし現在の状況で少しでも被害を減らせるよう、私たち住民も取り組まなければいけませんね」。
[image: 小学校でも活用]

土のうを確認する村田会長（右）と對木教頭




雨水の有効活用で排水減らす


　雨どいから流れる雨水を貯める「雨水貯留槽」も、自助の取り組みの一つです。雨水が有効活用でき、雨水管に流れる雨水の量も減らせます。市では設置費用の一部を補助しています。

　豊原町の三宅昭さんは「広報を読んで市の補助制度を知り、昨年300リットルの雨水貯留槽を設置しました」と話します。「家族みんなが植物が好きで、たくさんの草花を育てています。貯まった雨水は、主に水やりに活用しています。水道水と違い塩素が入っていないし、途中でろ過されてゴミも入らないので、ペットのメダカや金魚の水にも使っています。トイレの水としても使えるので、災害時の備えにもなりますね」とメリットを語ります。

　補助を受けるには、購入前に手続きが必要です。詳しくは市ウェブをご覧ください。

問：下水道経営課　電話：0463-21-8785
[image: 雨水の有効活用で排水減らす]

右手前の雨水貯留槽の水を使い、水やりをする三宅さん





応募方法



■募：応募方法（応募が必要です）　問：問い合わせ


■必要事項とある場合、郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号をご記入ください。


■市役所への郵便物は、〒254-8686平塚市役所○○課で届きます。


■募集開始日の記載がない場合、6月9日（月）午前8時30分から受け付けます。


■メールの応募の場合　@以下にcity.hiratsuka.kanagawa.jpを付けてください。



[image: 記入例と市役所へのマップ]





募集


市の案にご意見をお寄せください


　案は、6月6日（金）～7月8日（火）に公民館や市ウェブでご覧いただけます。

①子ども・子育て支援新制度に係る基準（案）　子どもが健やかに成長できる社会を目指し、子育てに関する事業や施設の基準など、4案を定めます。

②市火災予防条例の一部を改正する条例の骨子（案）　屋外の催しの防火管理体制などを強化するため、条例の一部を改正します。

募：意見・必要事項（団体の場合は団体名と代表者名も）を、郵送・ファクス・メールまたは直接、7月8日までに、①は本庁舎1階の保育課　電話：0463-21-9842　FAX：21-9738　メール：hoikuka@へ。ただし、市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準（案）については、〒254-0041浅間町12-41青少年課　電話：0463-32-7029　FAX：31-1441　メール：gakudou@へ②は消防庁舎2階の予防課　電話：0463-21-9727　FAX：21-9607　メール：yobo@へ。



青少年問題協議会の委員


　2人（選考）。8月1日から2年間。次の条件を全て満たす方。①市内に1年以上在住②8月1日現在、高校生を除く18～75歳③市のほかの付属機関の委員などでない④平日に開く協議会に出席できる⑤過去に委員をしていない。

募：公民館や市ウェブなどにある応募用紙に800字程度の応募動機を添えて、本人が直接、6月28日（土）午後5時15分までに、青少年課　電話：0463-32-7029へ。



情報誌「まめ」の編集委員


　市が年3回発行している男女共同参画情報誌「まめ」の取材や、原稿作成・デザイン・レイアウトなどをしてみませんか。月2回の編集会議のほか、取材もします。

　8月1日現在、市内在住・在勤・在学で、高校生を除く、18～75歳の方、2人（選考）。8月1日から2年間。

募：必要事項・職業・年齢と400字以上800字以内の作文「生活の中での男性・女性の役割」を、郵送・ファクス・メールで、6月27日（金）までに、人権・男女共同参画課　電話：0463-21-9861　FAX：21-9736　メール：danjo@へ。



七夕飾りコンクール


　湘南ひらつか七夕まつりで、七夕飾りのデザインやアイデアを競うコンクールに参加しませんか。

募：6月13日（金）から、本庁舎1階の市民税課　電話：0463-21-8766や湘南ひらつか七夕まつりウェブで配る申込書を、16日（月）～24日（火）に、直接、同課へ。



市民大学講座


　「これからのひとり暮らし　単身世帯率30パーセント超え社会を生きる」がテーマです。

　7月9日～8月6日の水曜日、全5回、午後1時30分～3時。中央公民館。高校生を除く18歳以上の方40人（抽選・市内在住の方、初めての方を優先）。300円。

募：講座名・必要事項を、はがきまたは直接、6月24日（火）までに、〒254-0047追分1-20中央公民館　電話：0463-34-2111へ。



ガイドと巡る文化資源


　平塚文学・芸術散歩コース。自転車・オートバイでは同行できません。

　6月22日（日）午前9時30分～午後0時30分。約4.6キロメートル。荒天中止。平塚駅南口噴水前に集合。300円。

募：コース名・全員の必要事項を、はがき・ファクス・メールで、6月15日（日）までに、社会教育課　電話：0463-35-8124　FAX：34-5522　メール：k-shakai@へ。



在宅ケアを考えませんか


　大切な人を家族や地域で支えていくための講座です。

　6月28日（土）午後1時30分～5時。市民活動センター。80人（先着順）。

募：必要事項を、電話・ファクス・メールで、市民活動センター　電話：0463-21-7517　FAX：22-3701　メール：hira-sc@mb.scnnet.ne.jpへ。



暮らしの講座


　「食の安全　わたしたちの食を取り巻く現状」がテーマです。1歳以上の未就学児の保育もあります。

　6月28日（土）午前10時～正午。市民活動センター。50人（先着順）。

募：6月10日（火）から、必要事項・保育の有無を、電話・メールで、市民情報・相談課　電話：0463-20-5775　メール：jousou@へ。



お知らせ


農業委員会委員の選挙


　任期満了に伴う選挙を実施します。農業委員会委員選挙人名簿に登録されている方が投票できます。新館1階。

　①告示日　7月6日（日）②期日前投票期間　7日（月）～12日（土）、午前8時30分～午後8時③投票日時　13日（日）午前9時～午後4時。

　立候補などの詳細はお問い合わせください。

問：選挙管理委員会事務局　電話：0463-21-8795



生産緑地地区の追加指定相談


　対象は、市街化区域内で実際に農業が行われており、面積がおおむね1000平方メートル以上で、一定の条件を満たしている農地です。

　農地の所在、地番と面積を確認の上、6月9日（月）～20日（金）の平日、午前8時30分～午後5時に、本庁舎4階のまちづくり政策課へ。

問：まちづくり政策課　電話：0463-21-8781



提案型ネーミングライツパートナー


　市の施設に企業名などを付けて宣伝することで、地域貢献しませんか。スポーツ施設や公園など、愛称を付けたい施設を選んで応募できます。ネーミングライツ料は施設の維持管理に役立てます。

　6月6日（金）～8月29日（金）に受け付けます。詳しくは市ウェブをご覧ください。

問：資産経営課　電話：0463-21-8763



ひらつか七夕将棋大会


　勝又清和六段らプロ棋士による指導対局や大盤解説、親子将棋教室もあります。

　7月6日（日）午前10時。教育会館。A級（七夕名人戦　三段以上）2500円、B級（初・二段）・C級（一般）2000円、子ども・女性1500円。

問：日本将棋連盟平塚支部の佐々木　電話：090-9192-7090





ひらつか七夕将棋大会


　勝又清和六段らプロ棋士による指導対局や大盤解説、親子将棋教室もあります。

　7月6日（日）午前10時。教育会館。A級（七夕名人戦　三段以上）2500円、B級（初・二段）・C級（一般）2000円、子ども・女性1500円。

問：日本将棋連盟平塚支部の佐々木　電話：090-9192-7090



市役所新庁舎の1期工事が完成しました


　新しい庁舎の中を見学してみませんか。新庁舎1階の南側正面入口で当日受け付けます。6月8日・8月3日の日曜日、午後1時～4時（受け付けは午後3時30分まで）。

問：庁舎管理課　電話：0463-21-9608

[image: 市役所新庁舎の1期工事が完成しました]



駅前市民窓口センターの一部機能を停止します


　6月13日（金）午後5時～14日（土）午後5時に、戸籍謄本・戸籍の付票・身分証明書などが発行できません。住民票の写しや印鑑証明書は発行できます。

問：市民課　電話：0463-21-8773



河内川あじさいまつり


　6月15日（日）午前10時～午後3時。旭北公民館（河内440）周辺。荒天中止。

問：みどり公園・水辺課　電話：0463-21-9852





湘南ひらつかふれあいマーケット朝市


　地元産の野菜・魚の販売とダンベル体操などをします。

　6月15日（日）午前7時～8時。小雨決行。総合公園南駐車場。

問：産業振興課　電話：0463-21-9758・当日の午前6時～8時30分は開催本部　電話：090-3215-0106へ。



教科書展示会


　平成27年度の教科書の見本を展示します。

　6月13日（金）～26日（木）、午前9時～正午・午後1時～5時。県平塚合同庁舎5階の中地区教科書センター（西八幡1-3-1）。

問：教育指導課　電話：0463-35-8120



健康と福祉


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


助産師・看護師を募集


　月12日以内で平日勤務。保健センター。資格がある方、各数人。

助産師　新生児訪問など。午前9時～午後4時で3時間以上の勤務。時給1400円。

看護師　健診・乳児訪問などの母子保健業務。午前9時～午後4時30分で4時間以上の勤務。時給1250円。

募：市販の履歴書と資格証の写しを、郵送または直接、〒254-0082東豊田448-3健康課　電話：0463-55-2111へ。



保育実習生を募集


　夏休みを利用して、保育士の仕事を体験してみませんか。

　7月22日（火）午後2時～3時30分、勤労会館で説明会。23日（水）～29日（火）の平日5日間、午前9時～午後4時、市内33保育園のうち、指定の園で実習。30日（水）午前10時～11時30分、勤労会館で修了式。高校生。

募：市内の高校や本庁舎1階の保育課　電話：0463-21-9612、市ウェブなどにある申込書を、郵送または直接、6月6日（金）～18日（水）に、同課へ。



転倒骨折予防教室


　7月7日～8月25日の月曜日、全7回、午後1時20分～2時50分。神奈中スイミング平塚（宝町10-4）。市内在住の65歳以上で、介護保険の認定を受けていない方20人（先着順）。タオル・飲み物。動きやすい服装でお越しください。

募：電話で、6月9日（月）午前10時から、神奈中スイミング平塚　電話：0463-23-5261へ。



家族介護リフレッシュ


　市内在住・在勤で、自宅で家族の介護をしている方、各10人（先着順）。介護している家族の介護保険証。

　①東部福祉会館（大神2885-3）　6月9日（月）午前9時30分～午後0時30分②福祉会館　12日（木）午前9時30分～午後0時30分、27日（金）午後1時30分～4時30分③南部福祉会館（袖ケ浜20-1）　19日（木）午前9時30分～午後0時30分、25日（水）午後1時30分～4時30分。

募：電話で、福祉会館　電話：0463-33-2333へ。



健診で血糖値注意といわれたら


　保健センター。市内在住・在勤の方、各40人（先着順）。

①講話編　6月28日（土）午後1時30分～3時。

②食事で下げる実践編　7月12日（土）午前10時～午後1時30分。エプロン・三角巾・布巾。500円。

募：教室名・開催日・必要事項・生年月日を、①は電話②ははがきで、〒254-0082東豊田448-3健康課　電話：0463-55-2111へ。



認知症予防教室


　7月2日（水）午後1時30分～3時。南附属庁舎2階E会議室。市内在住の65歳以上で、介護保険の認定を受けていない方50人（先着順）。筆記用具。

募：電話で、高齢福祉課　電話：0463-21-8778へ。



くすの木体操講習会


　6月20日（金）午後1時30分～3時。金目公民館（南金目966）。飲み物・汗ふきタオル・バスタオル・室内用運動靴。

問：健康課　電話：0463-55-2111

[image: くすの木体操講習会]



よくかんでメタボ予防教室


　歯科医師が生活習慣病と歯の健康の関係を話します。

　6月22日（日）午前10時30分～午後0時30分。保健センター。40人（先着順）。

募：電話で、健康課　電話：0463-55-2111へ。



認知症サポーター養成講座


　6月13日（金）午後1時30分～3時。豊田敬愛ホーム（南豊田85-1）。市内在住・在勤の方30人（先着順）。筆記用具。

募：電話で、高齢者よろず相談センターとよだ　電話：0463-36-2501へ。



高齢者の難聴講座


　7月3日（木）午後1時30分～3時。保健センター。65歳以上の方50人（先着順）。

募：電話で、高齢福祉課　電話：0463-21-8778へ。



家族介護教室


　7月6日（日）午前10時30分～午後0時30分。サンレジデンス湘南（田村2-11-5）。30人（先着順）。上履き。

募：電話で、6月9日（月）午前9時から、サンレジデンス湘南　電話：0120-510-327へ。



日赤救急法の基礎講習会


　検定試験があります。7月13日（日）正午～午後4時。中央公民館。中学生を除く15歳以上の方30人（抽選）。1500円。

募：開催日程と講習会名・必要事項・生年月日を、はがきで、6月20日（金）までに、福祉総務課　電話：0463-21-9862へ。



5歳児健診


　生活状況などを、アンケートで調べます。4月2日～平成27年4月1日に5歳になる、在籍する園で健診がなく、受診を希望する市内在住の子ども。

募：保護者の必要事項・子どもの氏名・性別・生年月日・通園している方は在籍する園を、電話または直接、6月20日（金）までに、こども発達支援室くれよん　電話：0463-32-2738へ。



元気応援ポイントに参加しませんか


　市内の介護施設などで高齢者の話し相手や趣味を生かす活動をすると、ポイントがつき、交付金に交換できます。

説明会　65歳以上の方。①6月12日（木）午前10時～11時30分。福祉会館②23日（月）午後1時30分～3時。南部福祉会館（袖ケ浜20-1）。

問：福祉会館　電話：0463-33-0007



健康ヨガ教室


　6月19日（木）午前10時～11時30分。保健センター。飲み物・汗ふきタオル・バスタオル。

問：健康課　電話：0463-55-2111



初心者手話講習会


　7月22日～8月26日の火曜日、全5回、午前10時～正午。福祉会館。市内在住・在勤・在学の小学校4年生以上の方、20人（先着順）。筆記用具。

募：電話または直接、福祉会館　電話：0463-33-0007へ。



臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金


　消費税の引き上げによる影響が大きい、低所得世帯と子育て世帯を対象とした臨時的な給付金です。

　7月18日（金）から、該当する世帯に申請書を発送します。申請書に、身分証明書と通帳のコピーを添えて、平成27年1月22日（木）までに、返送してください。

　申請から約1～2カ月後に、指定した口座に振り込みます。



臨時福祉給付金

　平成26年1月1日現在、市内在住で、平成26年度の市民税が課税されない方（扶養に入っている方・生活保護を受けている方らは除く）。1人1万円。老齢基礎年金・障がい基礎年金・遺族基礎年金・児童扶養手当・特別障がい者手当などの受給者は1万5,000円。

子育て世帯臨時特例給付金

　1月1日現在、市内在住で、1月の児童手当（特例給付を含む）を受給している方（平成25年中の所得が児童手当の所得制限額以上の方・臨時福祉給付金の対象となる方・生活保護を受けている方らは除く）。児童1人につき1万円。

問：市給付金専用ダイヤル　電話：0463-79-8828



[image: 知って安心]

消費生活センター　電話：0463-21-7530


詐欺的トラブルに注意

　2020年に東京でのオリンピック・パラリンピックの開催が決まり、その経済効果に期待が寄せられています。しかし、それに伴い、詐欺的トラブルが増えています。

　知らない業者から「オリンピック関連企業の投資のパンフレットが送られる。届いたら権利を譲ってほしい。譲ってくれたらお礼をする」「将来有望な会社に投資をしないか」などの勧誘の電話がかかってきます。パンフレット到着後に権利を譲ろうと連絡をすると「すでにあなたの名前で契約した。お金を払わなければ訴える」と言われます。いったんお金を払ってしまうと、その後業者とは連絡が取れなくなり、お金を取り戻すことは困難です。悪質な業者は話題になっている出来事を悪用して近づいてきます。大切なお金を悪質な業者から守るため、「必ずもうかる」「名義を貸して」「代わりに買って」「元本保証」などといった勧誘は、きっぱりと断りましょう。

　また、留守番電話機能を利用して、知らない相手からの電話には出ないことも有効です。何かおかしいと感じた時は、消費生活センターにご相談ください。

[image: 詐欺的トラブルに注意]




スポーツ


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


日本学生陸上競技個人選手権大会


　6月20日（金）午前10時・21日（土）午前9時・22日（日）午前10時に開始。ShonanBMWスタジアム平塚。

問：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233



ボウリング教室


　6月26日～7月17日の木曜日、全4回、午後2時～4時。神奈中平塚ボウル（宝町10-4）。24人（抽選）。

募：必要事項・年齢を、往復はがきで、6月18日（水）までに、〒254-0074大原1-1スポーツ課　電話：0463-31-3060へ。



DeNAベイスターズイースタン・リーグ


　バッティングパレス相石スタジアムひらつか。①読売ジャイアンツ戦　6月15日（日）午後1時試合開始②北海道日本ハムファイターズ戦25日（水）午後6時試合開始。

　当日券を試合開始2時間前から同スタジアムで販売。大人1000円、小・中学生300円。

問：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233



市少年野球大会


　7月25日（金）～8月3日（日）。大神スポーツ広場（大神3450）・バッティングパレス相石スタジアムひらつか。

　①小学生学童の部②小学生ジュニアの部（1～4年生）③中学生の部。市内の各学校通学区域内に在住・在学の小・中学生。1チーム5000円。

募：市ウェブにある申込書を6月6日（金）までに、選手登録書・選手登録小票・集合写真を12日（木）までに、メールで、スポーツ課　電話：0463-31-3060　メール：sports@へ。



体育館を個人開放します


　①金目中学校（南金目1013-2）。6月9日・23日、7月14日の月曜日、午後7時～9時。囲碁ボール・バドミントン・バスケットボールなど②みずほ小学校（北金目2-39-1）。6月21日、7月19日の土曜日、午後1時～4時。卓球・バドミントンなど。

　市内在住・在勤・在学の方。小学校3年生以下と、午後6時以降の中学生以下は保護者同伴。本人確認ができる運転免許証など・室内用運動靴・運動用具。

問：スポーツ課　電話：0463-31-3060



スポーツ教室


　市民の健康増進とスポーツの推進のため、まちづくり財団はスポーツ教室を開いています。

　会場は①が総合公園テニスコート②～⑫がトッケイセキュリティ平塚総合体育館。抽選。

①テニススクール　7月2日～10月1日の水・木・金曜日、週1回、全11回。各15人。デー（A・B）1万6450円、ジュニア1万3370円、ナイター（N）1万9540円。J1は小学校1・2年生、J2は小学校3・4年生、J3は小学校5・6年生と中学生。

[image: ①テニススクール]

②親子エアロビクス　7月1日～9月9日の火曜日、全8回、午後3時30分～4時30分。4歳児～小学校3年生と保護者20組。4110円。

③フィットネス　7月1日～9月18日の火・木曜日、全16回、コース1は午前9時25分～10時55分、コース2は午前11時5分～午後0時35分。初めての方は60歳まで、各250人。4620円。

④火曜ストレッチ体操　7月1日～9月30日の火曜日、全10回、午後1時30分～2時45分。40歳以上の方100人。4110円。

⑤木曜ストレッチ体操　7月3日～10月2日の木曜日、全10回、午後3時15分～4時30分。40歳以上の方100人。4110円。

⑥すっきり・のびのび体操　7月9日～9月17日の水曜日、全10回、午前9時20分～10時50分。80人。3590円。

⑦さわやかエアロビクス　7月5日～9月13日の土曜日、全8回、午前9時30分～11時。初めての方は65歳まで、100人。3080円。

⑧水曜ストレッチ体操　7月9日～9月24日の水曜日、全10回、午前11時10分～午後0時25分。40歳以上の方100人。4110円。

⑨金曜ストレッチ体操　7月11日～9月26日の金曜日、全10回、午後1時30分～2時45分。40歳以上の方100人。4110円。

⑩金曜エクササイズ　7月18日～9月19日の金曜日、全8回、午前10時45分～正午。70人。5140円。

⑪いきいき若返り体操　7月18日～9月19日の金曜日、全8回、午前9時15分～10時30分。60人。3080円。

⑫楽しいフラダンス　7月29日～9月30日の火曜日、全8回、午後1時20分～2時50分。75人。4110円。

募：教室名（コース名）・必要事項・年齢（②は子どもの氏名・年齢も）を、はがきで、6月13日（金）までに、〒254-0074大原1-1まちづくり財団スポーツ事業課　電話：0463-35-0102へ。同財団のウェブからも応募できます。



大学野球の代表選考合宿


　オランダで開かれる国際大会の日本代表選考合宿です。

　6月20日（金）午後1時～5時・21日（土）午前9時～午後5時・22日（日）午前9時～正午。バッティングパレス相石スタジアムひらつか。

問：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233




[image: みんなの力]


笑顔で七夕まつりをPR



　7月4日（金）～6日（日）に開催する「第64回湘南ひらつか七夕まつり」を前に、「湘南ひらつか織り姫」が選ばれました。写真左から、臼井祐子さん、渡辺杏理（あんり）さん、佐藤有沙（ありさ）さんの3人です。

　臼井さんは「楽しい七夕まつりをつくっていきたいです。織り姫になり、母の夢を叶えることができました」。渡辺さんは「結婚を機に平塚に転居しました。七夕まつりや平塚の素晴らしさを発信していきたいです」。佐藤さんは「たくさんの人と笑顔でつながる織り姫になりたいです。2人の姉も織り姫でしたので、負けないように頑張ります」と選ばれた喜びをかみしめながら、七夕まつりへの意気込みを笑顔で話してくれました。
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市民相談


市民相談室

市：市民情報・相談課　電話：0463-21-8764




◇一般市民

月～金曜日、午前8時30分～正午・午後1時～5時




◇一般法律（予約制）

水・木曜日、午後1時～4時




◇税務（予約制）

6月27日（金）午後1時～4時




◇登記・供託（予約制）

6月13日（金）午後1時～4時




◇測量・境界（予約制）

6月13日（金）午後1時～3時




◇多重債務（予約制）

6月10日（火）・24日（火）、午後1時～4時




◇年金・社会保険・労災

6月10日（火）午後1時～4時




◇許認可各種届け出

7月1日（火）午後1時～4時




◇不動産（予約制）

6月6日（金）・20日（金）、午後1時～4時




◇分譲マンション管理（予約制）

6月23日（月）午後1時～4時




◇住宅（新・改築）

6月17日（火）午後1時～4時




◇外国籍

スペイン語：火曜日／ポルトガル語：水曜日／午前9時～正午・午後1時～4時



保健福祉総合相談

市：南附属庁舎1階　電話：0463-21-8779




◇来所・電話

月～金曜日、午前8時30分～午後5時



障がいがある方の相談

市：障がい福祉課　電話：0463-21-8774




◇手話案内　FAX：35−5770

月～金曜日、午前9時～午後3時45分




◇精神保健福祉（予約制）

月～金曜日、午前9時30分～午後4時



健康相談

保健センター　電話：0463-55-2111




◇来所（予約制）

月～金曜日、午前8時30分～午後5時




◇ヘルスアップ相談（来所・予約制）

6月18日（水）、7月11日（金）、午後1時～3時



65歳からの健康相談

市：高齢福祉課　電話：0463-21-8778




◇来所（予約制）

月～金曜日、午前9時30分～午後4時




福祉会館

追分1-43　電話：0463-33-2333




◇法律（予約制）

6月10日（火）、7月8日（火）、午後1時～4時




◇生活支援

月～金曜日、午前8時30分～午後5時




◇ボランティア

月～金曜日、午前8時30分～午後5時



青少年相談室

市民センター　電話：0463-34-7311




◇青少年相談

月～土曜日、午前10時～午後6時30分




◇ヤングテレホン相談（青少年専用）

電話：0463-33-7830　月～土曜日、午前10時～午後6時30分




◇ヤングメール相談（青少年専用）

メール：y-soudan@。返信に数日かかることがあります。



女性のための相談

市：人権・男女共同参画課　電話：0463-21-9611（相談専用）




◇来所・電話

月～金曜日、午前9時30分～午後4時



人権相談

市：人権・男女共同参画課　電話：0463-23-1111　内線2177




◇来所

6月17日（火）、7月1日（火）、午後1時～4時



こどもの総合相談

市：こども家庭課　電話：0463-21-9843




◇こども総合相談

月～金曜日、午前8時30分～午後5時




◇母子相談

月～金曜日、午前9時～午後5時



子ども教育相談センター

崇善小学校北側　電話：0463-36-6013




◇来所（予約制）

月～金曜日、午前10時～午後5時




◇電話

月～金曜日、午前9時～午後5時



子育て支援センター

豊田分庁舎　電話・FAX：0463-34-9076




◇未就学児対象の子育て相談・情報提供

月～金曜日、午前9時30分～午後4時



こども発達支援室くれよん

福祉事業センター　電話：0463-32-2738　FAX：31-1114




◇こどもの発達相談（来所・予約制）

月～金曜日、午前8時30分～午後5時



消費生活センター

JAビルかながわ　電話：0463-21-7530




◇来所・電話

月～金曜日、午前9時30分～午後4時



ビジネス相談

市：産業振興課　電話：0463-21-9758




◇発明・考案・特許（予約制）

6月16日（月）午後1時～4時




◇就労支援（予約制・先着4人・一人50分）

6月12日（木）・27日（金）、午後1時～4時50分



[image: ヒラツカルチャー]

美術館

〒254-0073西八幡1-3-3

電話：0463-35-2111　FAX：35-2741

休館日 9·16·23·30日



■石田徹也展　ノート、夢のしるし

　6月15日（日）まで。一般800円、高校生・大学生500円。




■袴田（はかまだ）京太朗展　人と煙、その他

　6月22日（日）まで。一般200円、高校生・大学生100円。




■市民アートギャラリー

　　6月6日（金）～8日（日）未来をいやす子ども・2014展。11日（水）～15日（日）紅水書友展＆香雲個展。17日（火）～21日（土）湘南市民美術展。29日（日）～7月13日（日）平塚市展。




■カササギで思いをつなごう

　天の川に橋を掛け、織り姫とひこ星を巡り合わせるという伝説があるカササギ。カササギの形に切った七夕飾りに願い事を書きます。完成した作品は、美術館テーマホールに展示します。

　6月28日（土）・29日（日）、全2回、午後1時30分～4時30分。小学生以上の方20人（抽選）。500円。

募：講座名・実施日時・必要事項・年齢・ファクス番号を、はがき・ファクス・メールで、6月12日（木）までに、美術館art-muse@へ。メールの場合、タイトルを「ワークショップ応募」に。



博物館

〒254-0041浅間町12-41

電話：0463-33‒5111　FAX：31‒3949

休館日 13日まで、16·23·30日



■宇宙人を描こう

　7月19日（土）～9月7日（日）に開く夏期特別展「ぼくたちはひとりぼっち？　地球の外に生命を探して」の先行イベントです。

　7月5日（土）午後3時30分～5時。講堂。幼稚園児～中学生、20人（抽選）。

募：必要事項・学年を、往復はがきで、6月22日（日）までに、博物館へ。




■プラネタリウム投影

　200円。18歳未満の方と65歳以上の方は無料。

☆太陽と星の動き

　6月14日（土）～7月13日（日）の土曜日午後2時と、日曜日午前11時、午後2時。

☆幼児向け投影「ちきゅうをさがせ」

　ポコポコ星の科学者が地球を探しに出発。地球は見つかるでしょうか？　「親子ほしぞらタイム」として、小学生以下の子どもと一緒の親は、無料で観覧できます。

　7月12日までの土曜日、午前11時。

☆星空と音楽の夕べ

　クラシック音楽を聴きながら美しい星空を眺めます。

　6月15日（日）午後4時。




■スターウオッチング入門講座　第2回「夏」

　天の川観測にお薦めの場所や流星群の眺め方を紹介。

　6月29日（日）。講堂。




■ろばたばなし

　6月15日（日）午後1時20分と3時。展示室1階相模の家。




■天体観察会30年

　博物館サークル天体観察会が流星群、彗星（すいせい）、日食などを観察した記録や特別展で製作した模型などを展示します。

　7月13日（日）まで。寄贈品コーナー。



まちづくり財団

〒254‒0045見附町15‒1（市民センター内の文化事業課）

電話：0463-32‒2237　FAX：32‒2240



■ワークショップ　能楽入門講座

　「鶴亀」の謡と仕舞を学びます。能の歴史なども学びます。

　市民センター。7月19日～10月4日の土曜日、全6回、午後2時～4時。25人（先着順）。8000円。謡本がない方は謡本代3950円が必要です。筆記用具・白靴下または白足袋・お持ちの方は扇と録音機。

募：6月6日（金）午前8時30分から、まちづくり財団文化事業課へ。



[image: 湘南ひらつか寄席　小朝円楽ぜん馬　われら同期三人会]
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　9月20日（土）午後1時開演。市民センター。3,500円（全席指定）。未就学児の入場はご遠慮ください。

　チケットは6月22日（日）午前10時からまちづくり財団文化事業課　電話：0463-32-2237、山野楽器　電話：0463-27-1930、ヨネザワ楽器　電話：0463-23-7097 、中華百番　電話：0463-22-1550などで販売。電話予約は24日（火）午前8時30分から、まちづくり財団で受け付け。

問：まちづくり財団　電話：0463-32-2237



中央図書館

〒254-0041浅間町12-41

電話：0463-31-0415　FAX：31-9984

休館日 9·16·23·30日



■子ども読書活動推進フォーラム

　かいけつゾロリシリーズの作者・原ゆたかさんを迎えます。

　8月7日（木）午後0時30分～1時30分。中央公民館。700人（抽選）。小学生以下は保護者同伴で。詳しくは図書館ウェブをご覧ください。

募：必要事項と3歳以上の希望者全員の氏名を、往復はがき（1家庭につき1枚）で、6月19日（木）までに、中央図書館へ。




■中央図書館特集展示「男女共同参画」

　6月23日（月）～29日（日）の男女共同参画週間にちなみ、関連図書などを展示します。

　6月29日まで。貸出室。




■ブックスタート

　市内在住の1歳未満の子どもとその保護者。午前10時～11時30分。①6月11日（水）金田公民館（入野108-1）②22日（日）中央図書館③25日（水）西図書館（山下760-3）④7月9日（水）南図書館（袖ケ浜20-1）⑤13日（日）中央図書館。




■中央図書館映画会

　日曜日午後2時。3階ホール。6月8日〔子ども映画会〕はらぺこあおむし（アニメ）。15日〔一般映画会〕人生、ここにあり！（実写）。22日〔子ども映画会〕とうさん　まいご（アニメ）。29日〔広報映画会〕大学生がつくる平塚市のCMほか。



一日図書館員


[image: 一日図書館員]

　7月29日（火）～8月14日（木）、午前9時～正午または午後1時～4時。市内在住・在学の小学生。中央・北・西・南の各図書館。午前と午後、各6～12人（抽選・昨年参加していない方を優先）。日時や定員は、学年・会場により異なります。詳しくは図書館ウェブか、各図書館（中央　電話：0463-31-0415・北　電話：0463-53-1232・西　電話：0463-36-3555・南　電話：0463-21-3080）へ。

募：各図書館や図書館ウェブにある申込書を、本人か保護者が直接また